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平成３０年７月２日 

機械式駐車設備 関係各位 

公益社団法人 立体駐車場工業会 

安全管理委員会 委員長 

機械式駐車場における安全確保と安全利用について（車両転落事故防止） 

拝啓 平素より当工業会の事業運営につきまして、格段のご協力を賜り深く感謝いたします。 

さて、過日、機械式駐車装置へ入庫中、ご利用者が自動車の運転操作を誤って後部フェンスを突き破り、後方

の隣接する住居へ転落する事故が発生しました。 

また、このような車両の運転操作ミスに起因する事故が近年増加傾向にあり、一部報道にも取り上げられていま

す。 

当工業会といたしましては、事故未然防止のために下記のとおり、事故情報を開示いたします。関係各位におか

れましては、事故内容をご確認いただき、当工業会発行「機械式駐車場技術基準・同解説 ２０１７年版」の関連事

項を参考に安全配慮に努めていただきますようお願い申し上げます。 

敬具 

記 

１．事故内容 

マンション設置の機械式駐車装置（多段方式 昇降・横行式

（地上４段、地下１段））にて、利用者が後進入庫時にブレーキ

とアクセルを踏み間違えたことで、パレット上の車止め（高さ

112mm）を乗り越えて、装置後方に設置してあるフェンスを突き

破り、車両は完全に装置外へ飛び出し、約 3.5ｍ転落、隣接す

るマンションへ衝突して中吊りの状態で停止しました。幸いにも

本事故による怪我人は発生していません。隣接するマンション

との高低差は約 5.5ｍもありました。 

２．関係各位へのお願い 

利用者の重大事故の防止観点から、「機械式駐車場技術基準・同解説 ２０１７年版」の安全要求事項として、

「5.5.2.5 乗降領域での自動車の墜落保護」の解説に次の内容にて自動車転落事故防止の対応が示されてい

ます。 

【解説】 

不適切な自動車運転に対する自動車の墜落事故防止対策としては、“駐車場における自動車事故防止対

策について（技術的助言）”（平成 15年 2月 25日国住指発第 8290 号）での“立体駐車場における自動車転

落事故を防止するための装置等に関する設計指針”がある[参考資料 1－（1）及び（2）を参照]。この通知は機

械式駐車場を対象としたものではないが、乗降領域では自動車運転を誤るおそれがあるので、公共の場所へ

の落下高さが 2.1ｍを超える場合を参考にして墜落のリスクを考慮している。 

“駐車場における自動車転落事故防止対策について（技術的助言）”（平成 15年 2 月 25 日 国住指発 8290

号）に記載のとおり、第三者への事故も発生するおそれがあります。国土交通大臣認定の適用外ではあります

が、新設時には本事項を施主等に申し入れることはもとより、既設駐車装置についても安全提案等を行っていた

だき重大事故防止をお願いいたします。 
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参考資料 

参考資料 1－（1） 

“駐車場における自動車転落事故防止対策について（技術的助言）”（平成 15年 2 月 25 日 国住指発 8290 号） 

参考資料 1－（1） 

“駐車場における自動車転落事故を防止するための装置等に関する設計指針” 

以上 
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